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ほっとクリニックほ クリニック
町立金山診療所だより ■87
金山町大字金山５４８－２　☎５２－２９１５

町立診療所は、夜間休日でも急患診察を受け付けています。具合が悪い場合はいつでもご連絡ください。

ド
ク
タ
ー
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

町立金山診療所
疼痛外来医師
東郷ひろみ

４月から診療体制が変わります！

鎮
痛
薬
の
副
作
用

　
残
念
な
が
ら
薬
剤
に
は
目
的
と
す

る
作
用
で
は
な
い
作
用
（
副
作
用
）

が
表
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
疼
痛

外
来
で
処
方
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
非

ス
テ
ロ
イ
ド
性
消
炎
鎮
痛
薬
で
は
胃

腸
障
害
（
ロ
キ
ソ
ニ
ン
、
ボ
ル
タ
レ

ン
な
ど
）が
良
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

空
腹
時
の
内
服
を
避
け
た
り
、
胃
腸

薬
を
併
用
す
る
対
策
は
ご
存
知
の
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
オ
ピ
オ
イ
ド
系
の
鎮
痛
薬
（
ト
ラ

マ
ー
ル
、
ト
ラ
ム
セ
ッ
ト
、
モ
ル
ヒ

ネ
な
ど
）
で
は
多
く
の
患
者
さ
ん
が

便
秘
に
な
る
よ
う
で
す
。
便
秘
対
策

に
は
下
剤
（
排
便
を
促
す
薬
剤
や
便

の
水
分
を
増
や
す
薬
剤
）
を
併
用
し

た
り
、
水
分
を
十
分
に
と
っ
た
り
、

食
物
繊
維
が
多
い
食
物
を
食
べ
た

り
、
腹
部
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
た
り

…

色
々
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
で
さ
え
〝
ふ
ん
ば
る
力
〞

つ
ま
り
腹
筋
の
筋
力
が
低
下
し
て
い

る
ご
老
人
に
は
便
秘
は
辛
い
副
作
用

で
す
。
運
動
療
法
は
筋
力
（
ふ
ん
ば

る
力
）を
回
復
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

お
な
か
の
動
き
を
良
く
し
ま
す
か
ら

便
秘
対
策
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
オ

ピ
オ
イ
ド
系
鎮
痛
薬
で
は
嘔
気
の
出

る
方
が
い
ま
す
。男
性
に
は
少
な
く
、

女
性
に
少
し
多
い
よ
う
で
す
。
こ
の

嘔
気
は
通
常
は
初
期
の
み
。
耐
性
が

で
き
て
数
日
か
ら
一
週
間
で
消
失
し

ま
す
。
慣
れ
る
ま
で
は
眠
る
直
前
に

そ
の
お
薬
を
内
服
し
た
り
、
予
防
的

に
嘔
気
止
め
薬
の
内
服
（
食
前
が
効

果
的
）
を
し
た
り
、
嘔
気
対
策
を
す

れ
ば
大
丈
夫
。

　
副
作
用
を
一
方
的
に
怖
が
ら
ず
、

対
策
を
十
分
に
し
て
目
的
と
す
る
作

用
（
薬
剤
の
効
果
）
で
あ
る
鎮
痛
を

得
て
、生
活
の
質
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
や
他

の
臓
器
（
腎
臓
・
肝
臓
・
心
臓
な
ど
）

へ
の
影
響
（
副
作
用
）
で
服
用
を
中

止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。
心
配
な
こ
と
気
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ど
う
ぞ
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　山形県からの派遣医師の交代や救急受入れの変更などにともない、平成28年４月
からの診療体制が変わる予定です。
　医師の宿直制を一旦休止するため夜間の救急受入れが出来なくなりますが、午後の
外来診療日や夕診の回数を増やすなど、できるだけ受診しやすい診療時間が設定でき
るよう検討しているところです。
　新しい診療体制については、「広報お知らせ版」（３月18日発行）でお
知らせいたします。


